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【1】組織の概要 

①会社概要 

・ 事業所名及び代表者氏名 

株式会社エコ・インダストリー 代表取締役 川相一美 

・ 所在地  

本社       岡山県岡山市北区下伊福本町 2-12（登記上） 

岩井事業所   岡山県岡山市北区岩井 2 丁目 6-11・6－30 

倉敷営業所  岡山県倉敷市下津井田之浦 2－8－50 

笠岡営業所  岡山県笠岡市絵師 693－1 

瀬戸内事業所 岡山県瀬戸内市邑久町大富 731－1 

政津作業所  岡山県岡山市東区政津 1119－3 1119－8 

・ 設立年月日 平成 20 年 2 月 29 日 

・ 資本金 1,000 万円 

・ 売上高  1 億 4800 万円 

・ 処理実績 産業廃棄物収集運搬量 90．32 トン（令和 4 年実績） 

・ 処理実績 一般廃棄物収集運搬量  4100 トン（令和 4 年実績） 

・ 処理実績 廃棄物再生量（金属・古紙・瓶・缶） 280 トン（令和 4 年実績） 

・ 環境管理責任者 川相雅礼、 環境事務局担当者 堀口和正 

②事業内容 

一般廃棄物収集運搬業、産業廃棄物収集運搬業、廃棄物再生事業 

③許認可等 

  許可番号 許可年月日 有効年月日 

産業廃棄物

収集運搬業 

岡 山 県 （ 優

良） 
03301142986 平成 20 年 6 月 9 日 令和 11 年 9 月 26 日 

岡山市 08310142986 平成 30 年 11 月 9 日 令和 5 年 11 月 8 日 

特別管理産

業廃棄物収

集運搬業 

岡山県 03350142986 令和 4 年 8 月 1 日 令和 9 年 7 月 31 日 

一般廃棄物

収集運搬業 

岡山市 1916-96 平成 23 年 2 月 1 日 令和 6 年 3 月 31 日 

倉敷市 176 平成 27 年 3 月 1 日 令和 7 年 2 月 28 日 

赤磐市 18 平成 26 年 5 月 30 日 令和 6 年 3 月 31 日 

和気町 10 平成 26 年 4 月 1 日 令和 6 年 3 月 31 日 

吉備中央町 14 平成 26 年 7 月 1 日 令和 6 年 3 月 31 日 

 里庄町 第 23 号 令和 3 年 2 月 1 日 令和 6 年 3 月 31 日 

廃棄物再生

事業者登録 
岡山県 100018   
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・積替保管施設の状況 

所在地 岡山県岡山市北区岩井 2 丁目６－11 岩井事業所内 

面積 104.7 ㎡ 保管上限量 57.5 ㎥（容器保管） 

 

岡山県および岡山市産業廃棄物収集運搬業の事業の範囲 

燃え殻，汚泥，廃油，廃酸，廃アルカリ，廃プラスチック類（自動車等破砕物を含む。），紙くず，木

くず，繊維くず，動植物性残さ，動物系固形不要物，ゴムくず，金属くず（自動車等破砕物を含

む。），ガラスくず・コンクリートくず（がれき類を除く。）・陶磁器くず（自動車等破砕物を含む。），鉱

さい，がれき類，動物のふん尿，ばいじん（これらのうち石綿含有産業廃棄物を含み、水銀使用製

品産業廃棄物及び水銀含有ばいじん等も含む。） 

 

 

 

・収集運搬車輌の種類と台数 

２ｔ 深ダンプ 4 台 

２ｔ パッカー車 17 台 

３ｔ パッカー車 6 台 

３ｔ ユニック車 1 台 

３ｔ コンテナ専用車 1 台 

4ｔ コンテナ専用車 3 台 

4ｔ ＨＩＡＢ 車 1 台 

 

・重機その他 

バックホウ 2 台 

フォークリフト 2 台 

 

・運行管理者資格者 中国岡第 13774 号 
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【2】認証・登録対象範囲 

①対象組織 岩井事業所 

②対象範囲外事業所 

  ・倉敷営業所・笠岡営業所・瀬戸内事業所・政津作業所 

今回の対象外事業所、令和 6 年度中に認証範囲に加えます。 

【3】環境経営方針 

企業理念 

 

私たちは、リサイクル業を通し、不要になったものから、できる限り資源を回収・再資源化し、廃棄

時には安全・適正に処理することで少しでも社会に貢献出来るリサイクル業を目指しております。 

 

環境経営方針 

基本理念 

私たちは、廃棄物の収集運搬処理を通して、リサイクル率の向上を図ることで循環型社会のさら

なる発展に寄与し、未来の人々が安全で安心して暮らせる住みよい郷土づくりと地域社会の発展

に貢献してまいります。 

 

①  軽油・電力の使用量削減を重点分野として取り組みます。 

②  水使用の現状を把握し、水使用量の削減に努めます。 

③  廃棄物の再資源化に取り組み、リサイクル率の向上を図ります。 

④  業務上の無理・無駄をなくし効率化を図ります。 

⑤  環境関連法規等の遵守を誓約します。 

⑥  地域とのコミュニケーションを図り環境保全を推進します。 

⑦  報・連・相の徹底を定着させていきます。 

⑧  環境経営の継続的改善を誓約する。 

 

 

 

制定日 令和 3 年 1 月 15 日 

 

株式会社エコ・インダストリー 

代表取締役 川相 一美 
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【5】環境経営目標

基準

R2.1～12 R3.1～12 R4.1～12 R5.1～12

6,136.00 6,074.64 6,013.28 5,951.92

基準 －1％ -2％ -3％

51,842.05 51,323.62 50,805.20 50,286.78

基準 －1％ -2％ -3％

901.00 891.99 882.98 873.97

基準 －1％ -2％ -3％

67.58 66.90 66.22 65.55

基準 －1％ -2％ -3％

320.00 316.80 313.60 310.40

基準 －1％ -2％ -3％

電力

液化石油ガ

ス（LPG）
使用量削減 kg

項目 単位

廃棄物の削減 分別の徹底

目標

㎥水使用量削減

使用量削減 kWh

軽油 使用量削減 L

灯油 使用量削減 L
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【4】　組織図
作成日：

作成者：

　

環境事務局

堀口和正

枠内の事業所は令和6年度中に認証範囲に加えます。

・環境教育訓練計画の作成と実施の管理

岩井事業所

収集運搬班 営業・事務　

代表者（社長）

・環境経営方針の策定・見直し及び全従業員へ周知

・環境管理責任者を任命

役割・責任・権限

・環境経営に関する統括責任
・環境経営システムの実施に必要な人、設備、費用、時間、技能、技術者を準備

代表者　社長　川相一美

　環境管理責任者
　　　　  川相雅礼

倉敷営業所・　笠岡営業所・　瀬戸内事業所・　政津作業所

・代表者による全体の評価と見直しを実施
・環境経営目標・環境経営計画書を承認

環境管理責任者 ・環境経営システムの構築、実施、管理

・環境経営レポートの確認
・環境経営計画の実施結果を代表者へ報告

・環境経営目標・環境経営計画書を確認

・環境経営レポートの承認

・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加

・自部門に関連する環境経営の実施及び達成状況の報告

・自部門の環境上の緊急事態の想定と対応手順のテスト、訓練を実施、記録の作成

・環境管理責任者の補佐
・環境負荷の自己チェック及び環境への取組の自己チェックの実施

・環境経営計画の実績集計
・環境関連法規制等取りまとめ表の作成、遵守評価の実施

・環境経営レポートの作成、公開（事務所への備付けと地域事務局への送付）

・自部門における環境経営システムの実施

・特定された項目の運用管理

・自部門における環境経営方針の周知

・自部門の問題点の発見、是正、予防処置の実施

・自部門の従業員に対する教育訓練の実施

・環境経営目標、環境経営計画書原案の作成

・環境経営方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚全従業員

収集運搬班リーダー

環境事務局

堀口和正

令和4年1月15日

株式会社エコ・インダストリー　エコアクション21実施体制図

・経営における課題とチャンスの明確化

・緊急事態対応手順のテスト、訓練の指導及び総括

・環境関連法規制等の取りまとめ表を承認

・環境関連の外部コミュニケーションの窓口
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【6】環境経営計画 

項目 具体的活動内容 

電 力 使 用 量

の削減 

・事務所、工場等の照明は昼休み、残業時等には消灯する。 

・トイレは普段は消灯し、使用時のみ点灯する。 

･夜間、休日はパソコンの主電源を切る。 

･空調の適温化を徹底する。（冷房 28 度程度、暖房 20 度程度） 

･ブラインドやカーテンの利用等により、熱の出入りを調整している。 

･夏季における軽装（クールピズ） 、冬季における重ね言をして、冷暖

房の使用を抑える。 

･空調機のフィルターの定期的な清掃をする。 

･換気扇を付けっ放しにしない。 

･太陽光発電の照明、LED 照明の積極的な活用。 

軽 油 使 用 量

の削減 

・無用なアイドリングをやめる。 

・車輌の空吹かしをやめる。 

・休憩中はエンジンを切る。 

・車輌、重機の点検整備を定期的にする。 

灯 油 使 用 量

の削減 

・洗車機使用の時間短縮。 

・ストーブのこまめな火力調整。 

液 化 石 油 ガ

ス （ LPG ） 使

用量の削減 

・湯沸かし器のお湯を垂れ流しにしない。（必要な分だけバケツに入

れる） 

水 使 用 量 の

削減 

・事務所内、洗車場に掲示をして節水活動を行う。 

・蛇□を完全に閉める。 

・掲示物の活用 

 

廃 棄 物 分 別

の徹底 

・廃棄物分別の徹底の啓蒙 

・空き缶（スチールとアルミ）・空き瓶 

ペットボトル・紙類を確実に分別する。 

車 両 運 行 管

理の強化 

・ドライブレコーダー取付けによる運行管理を行う。 

・各車輌の給油量を記録する。 
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【7】環境経営計画に基づき実施した取組内容 

項目 具体的活動内容 
取組

結果 
評価            

次年度

へ継続 

電力使

用量の

削減 

・事務所、工場等の照明は昼休み、

残業時等には消灯する。 

・トイレは普段は消灯し、使用時のみ

点灯する。 

･夜間、休日はパソコンの主電源を切

る。 

･空調の適温化を徹底する。（冷房 28

度程度、暖房 20 度程度） 

･ブラインドやカーテンの利用等によ

り、熱の出入りを調整している。 

･夏季における軽装（クールピズ） 、

冬季における重ね言をして、冷暖房

の使用を抑える。 

･空調機のフィルターの定期的な清掃

をする。 

･換気扇を付けっ放しにしない。 

･太陽光発電の照明、LED 照明の積

極的な導入活用。 

 〇 

 

 〇 

 

 〇 

 

 〇 

 

 〇 

 

 〇 

 

 

 〇 

 

 △ 

 〇 

 

徹底できた 

 

自動点灯を活用している 

 

徹底できた 

 

徹底できた 

 

徹底できた 

 

徹底できた 

 

 

徹底できた 

 

扇風機の消し忘れがある 

順次導入した 

継続 

 

継続 

 

継続 

 

継続 

 

継続 

 

継続 

 

 

継続 

 

継続 

継続 

軽油使

用量の

削減 

・無用なアイドリングをやめる。 

・車輌の空吹かしをやめる。 

・休憩中はエンジンを切る。事務所に

休憩所を設置する。 

・車輌、重機の点検整備を定期的に

する。 

 △ 

 〇 

 〇 

 

 〇 

暖機運転が多く見られた 

徹底できた 

徹底できた 

 

外部委託で実施した 

継続 

継続 

継続 

 

継続 

 

灯油使

用量の

削減 

・洗車機使用の時間短縮。ストーブの

こまめな火力調整。 

   

 ✕ 

使用量は少し増加しているが

購入時期の調整が必要。 

継続 

 

液化石

油 ガ ス

（ LPG ）

使用量

の削減 

・湯沸かし器のお湯を垂れ流しにしな

い。（必要な分だけバケツに入れる） 

 

 〇 

 

徹底できた 

 

継続 
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水使用

量の削

減 

・事務所内は掲示を徹底して節水活

動を行う。・蛇□を完全に閉める。 

・掲示物の活用。 

 

 ✕ 

垂れ流しは無くなったが 

洗車台数、洗濯機の使用が大

きく影響している。 

 

継続 

廃棄物

分別の

徹底 

・空き缶（スチールとアルミ）・空き瓶 

ペットボトル・紙類を確実に分別す

る。 

 

 △ 

 

一部出来ていない 

 

継続 

車両運

行管理

の強化 

・ドライブレコーダー取付けによる運

行管理を行う。 

・各車輌の給油量を記録する。 

 〇 

 

 〇 

順次取り付けを実施している 

 

伝票に車輌番号を記入 

 

継続 

 

○・・・常にできている 

△・・・大体できている 

×・・・できていない 
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【8】環境経営目標・実績・評価

目標 実績

R4.1～12 R4.1～12 達成度 可否

分別の徹底が

出来た

電力排出係数は中国電力2020年度　0.521kg-CO2/kWhを使用

項目

電力

軽油

灯油

液化石油ガス

水使用量

廃棄物の削減 何度か指摘し改善しました。

評価

増加傾向です。更なる意識付けを検討します。

増加傾向です。更なる削減方法、評価方法を検討します。

購入時期の問題で増加になっています。時期を調整します。

お湯の使用を減らした効果と考えます。

極端な増加です。要因の究明と対策を見直します。

廃棄物の削減 分別の徹底

kg 220.0% 〇

水使用量削減 ㎥ 62.0% ✖

液化石油ガス

（LPG）
使用量削減 66.22

313.60 503.00

30.00

軽油 使用量削減 L 73.0% ✖50,805.20 68,840.00

灯油 使用量削減 L 49.0% ✖882.98 1,771.00

電力 使用量削減 kWh 91.0% ✖6,013.28 6,588.00

項目 単位
R4.1～12月期

二酸化炭素排出量削減 kg-CO2 153,702.99
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【9】 環境関連法規等の遵守状況および違反・訴訟等の有無 

・当社に適用される環境関連法規に関し、遵守状況についてチェックを行い問題の無いことを 

 確認しました。なお、関係当局からの違反等の指摘や訴訟等はありませんでした。 

 

 

 

 

【10】 代表者による全体の評価と見直し・指示 

まだまだ活動の効果が出ていません。業務量の増大に伴いエネルギー消費も増えてしまいました。 

意識啓発を更に強くしなくてはなりません。せっかくエコアクション 21 に取り組んだので、目標・計

画を、より確実に実行し効果を出すために従業員への周知徹底を行います。基準年は消費量が

少ない時期にあり従業員数の変動もありました。エネルギー消費原単位（原単位分母）を設定す

る方法も検討します。環境負荷削減、環境保全活動を SDGs ともからめながら、企業価値を高め

継続していきます。 

□環境関連法規制への違反、訴訟等の有無

　　法的義務を受ける主な環境関連法規制等は次の通りです。

評価

遵守

遵守

遵守

遵守

遵守

遵守

遵守

遵守

　　　環境関連法規制の順守状況の評価の結果、環境法規制等の違反、訴訟はありませんでした。
　　　また、関係当局よりの違反等の指摘は、過去3年間ありません。

遵守すべき要求事項適用される法規制等

排出基準遵守

廃棄物処理法

自動車NOx・PM法

騒音規制法

振動規制法

収集運搬基準、中間処理・再生基準、運搬・処分基準、許可(収集運搬・処分業)

優良産廃処理業者認定制度、産廃処理業者の委託者への通知制度

道路運送車両法、道路法、道路交通法 保安基準、車両制限、乗車人員、積載規定

車種規制

騒音基準遵守

振動基準遵守

排出ガス基準適合、車両使用、点検整備

下水道法

オフロード法


